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収
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は
赤
字

　

市
議
会
建
設
常
任
委
員
会
の

審
査
の
中
で
、
担
当
課
長
か
ら

は
「
支
出
の
超
過
と
な
っ
て
い

る
の
が
現
状
。
深
刻
に
受
け
止

め
て
い
る
」「
現
在
の
と
こ
ろ
赤

字
が
黒
字
に
転
換
す
る
と
い
う

と
こ
ろ
の
予
測
ま
で
は
む
ず
か

し
い
」
と
い
う
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。
有
料
化
さ
れ
た
８
公
園

の
赤
字
総
額
は
半
年
間
で
３
０

０
０
万
円
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

指
定
管
理
者
（
４
グ
ル
ー
プ
）

の
収
支
実
績
（
２
０
１
２
年
12

月
か
ら
２
０
１
３
年
３
月
）
を

見
る
と
、
昨
年
度
は
総
額
で
１

２
０
６
万
円
の
赤
字
補
て
ん
を
し
て
い
ま
す
（
表
）。

　

有
料
化
に
よ
っ
て
、
新
た
な
負
担
増
が
も
た
ら
さ
れ
、

公
園
を
利
用
し
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。
市
は
、「
公
共

の
福
祉
の
増
進
」（
都
市
公
園
法
第
１
条
）
の
た
め
に
、

誰
も
が
気
軽
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
魅
力
あ
る
公
園

を
つ
く
る
こ
と
が
本
来
の
仕
事
で
す
。

　

８
月
か
ら
平
日
に
限
っ
て
指
定
管
理
の
駐
車
場
を
無

料
に
す
る
と
し
て
い
ま
す
が
根
本
的
な
解
決
に
は
な
り

ま
せ
ん
。
有
料
化
を
や
め
る
こ
と
が
唯
一
の
解
決
策
で

す
。
そ
し
て
、「
受
益
者
負
担
の
適
正
化
」
と
い
う
市
民

負
担
増
の
考
え
方
を
転
換
す
べ
き
で
す
。

　

市
立
公
園
駐
車
場
の
有
料
化
が
２
０
１
２
年
12

月
に
実
施
さ
れ
て
以
降
、
市
民
の
方
か
ら
は
「
公

園
は
市
民
の
身
近
な
憩
い
の
場
な
の
に
、
駐
車
場

の
有
料
化
で
利
用
す
る
機
会
が
減
っ
た
」
な
ど
批

判
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
有
料
利
用
は
全

体
の
20
％
程
度
と
当
初
の
想
定
か
ら
大
き
く
ず
れ

て
い
ま
す
。
気
軽
に
利
用
で
き
る
は
ず
の
公
園
で

時
間
を
気
に
し
な
が
ら
利
用
し
て
い
る
人
が
増
え

て
い
る
こ
と
の
反
映
で
す
。

　

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
民
主
党
・
社
民
・
ネ
ッ

ト
会
派
と
共
同
で
「
市
立
公
園
駐
車
場
有
料
化
中

止
条
例
」（
町
田
市
立
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
）
を
提
出
。
６
月
の
市
議
会
建
設
常
任

委
員
会
で
は
「
判
断
す
る
時
間
が
必
要
で
あ
り
、

な
お
、
調
査
を
要
す
る
た
め
」
と
い
う
理
由
で
継

続
審
査
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
６
月
６
日
か
ら
２８
日
ま
で
、
２
０
１
３
年
町
田
市
議
会
第
２
回
定
例
会
（
６
月
議
会
）
が
お
こ

な
わ
れ
ま
し
た
。
市
長
か
ら
は
、
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
の
自
己
負
担
軽
減
な
ど
を
含
む一般
会
計
補

正
予
算
や
忠
生
市
民
セ
ン
タ
ー
の
契
約
に
関
す
る
議
案
な
ど
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
定
例
会
最
終
日
に
、「
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
の
無
料
化
」（
市
長
原
案
は
自
己
負
担
を
５
千
円
）

を
盛
り
込
ん
だ
補
正
予
算
の
修
正
案
（
志
政
ク
ラ
ブ
提
出
）
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
共
産

党
は
「
自
己
負
担
の
軽
減
は
必
要
」
と
賛
成
討
論
を
お
こ
な
い
、
修
正
案
は
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
可
決
後
、
市
長
か
ら
「
再
議
」
の
申
し
出
が
あ
り
、
７
月
８
日
に
第
１
回
臨
時
議
会
が
ひ
ら

か
れ
ま
し
た
。
臨
時
議
会
で
は
、
修
正
可
決
し
た
補
正
予
算
は
必
要
数
で
あ
る
３
分
の
２
の
賛

成
が
得
ら
れ
ず
否
決
。
再
度
、
市
長
原
案
の
採
決
が
お
こ
な
わ
れ
、
日
本
共
産
党
も
賛
成
し
て

原
案
が
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

市
立
芹
ヶ
谷
公
園
で
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち

「市立公園駐車場有料化中止条例」を共同提出「市立公園駐車場有料化中止条例」を共同提出
日本共産党市議団 6月議会


